
第３回 京都府上下水道施策に関する意見聴取会議

令和８年５月１９日

京都府建設交通部水道政策課・下水道政策課

令和８年度の取組について（下水道）

資料４



１．広域化・共同化に関する取組①

【取組方針】
◼ 現有施設の状況や運転管理業務契約等を鑑みて、以下で導入可能性調査を進める

① 宮津湾流域下水道＋関係公共下水道（処理場・管渠を想定）【北部連携】
② 桂川右岸流域下水道＋関係公共下水道（管渠のみを想定）【南部管渠連携】

【R8年度の予定】
◆導入した場合の効果の整理、市町の意向確認、民間企業との勉強会等を踏まえ、

最適なスキームの検討
◆下水道管理のあり方検討部会（流域下水道経営審議会に設置した部会）の開催
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包括業務委託（水の官民連携／WPPP）に係る導入検討

下水道

【スケジュール】

8月部会設置 10月

第１回検討部会

3月

第2回検討部会

6月

第3回検討部会

10月

第4回検討部会

3月

第5回検討部会

2025年度 2026年度

効果が見込まれること
が確認されたら

WPPPの事務手続きへ

所属 氏名 備考

京都大学名誉教授 田中宏明

京都大学経営管理大学院 客員教授 藤木 修

東京大学大学院特任准教授

中央大学研究開発機構機構教授
加藤 裕之 外部専門委員

早稲田大学研究院准教授 佐藤 裕弥

近畿大学経営学部教授 浦上 拓也 外部専門委員

日本下水道事業団近畿総合事務所長 岩崎 宏和

下水道管理のあり方検討部会の委員

第１回下水道管理のあり方検討部会の様子

0512高田修正
・「MS～」の行を削除
・下図の2027年度に記
載を文字を薄く修正



２．その他の取組①

【取組方針】
◼ 現行のストックマネジメント計画に基づき、管路の点検・調査を実施
◼ 特別重点調査で緊急度Ⅱとなった箇所については、状況を踏まえ対策検討

【R8年度の予定】
 緊急度Ⅱの要対策延長（約890m）について、R7補正予算を活用し対策を実施
 地下占用物連絡会議等への参加
 下水道法の改正（※）の動きを注視し、対応を検討

3

下水道管路の老朽化対策

下水道

※下水道法の一部を改正する法律案（概要抜粋）

（出典：国交省HP）



２．その他の取組②

【取組方針】
◼ 国の議論にて、汚水処理の集約型・分散型のベストミックスによる施設の最適配

置について検討を行うべきである旨が指摘された
◼ 府内市町村においても、人口減少を受け、今後汚水処理のあり方について見直す

必要があり、府としても技術的支援等を行う必要がある

【R8年度の予定】
 国の動き（※以下参照）を注視するとともに、市町村との意見交換にて集約処理、

個別処理の状況を把握するとともに、適宜支援を行う
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下水道

集約型・分散型のベストミックスによる施設の最適配置の検討

※下水道法の一部を改正する法律案（概要抜粋）

（出典：国交省HP）



２．その他の取組②

【取組方針】
◼ 今後、下水道担当職員の不足や施設の老朽化に伴う業務量の増加も見込まれるこ

とから、新技術やデジタル技術を積極的に活用し、業務の効率化や省エネ等を図
る必要がある

【R8年度の予定】
 R7 測量時に3DおよびICT機器を活用した工事の取組について現場見学会を実施

（＠洛西浄化センター、R8も施工フェーズに応じて見学会を予定）
3Dプリンタを用いた型枠不要のコンクリート構造物の造形など、新技術に
触れる機会を設けた（＠洛南浄化センター）

 R8 京都大学、京都市の共同研究小松マテーレ社の“汚泥減容化技術”に参画
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下水道

新技術やデジタル技術の活用

3Dプリンタ
本体

3Dプリンタにより
完成した製品
（所定位置に設置し、
ｺﾝｸﾘｰﾄを充填）
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